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韓
国
に
お
け
る
日
本
古
典
文
学
研
究

朴
　
貴
仙

は
じ
め
に

韓
国
の
大
学
に
日
本
語
日
本
文
学
科
が
設
置
さ
れ
（学
部
は
韓
国
外
国

語
大
学
一
九
六
一
年
、
大
学
院
は
韓
国
外
国
語
大
学
大
学
院
七
三
年
開
設
）
、
学

術
団
体

（韓
国
日
本
学
会
七
三
年
、
韓
国
日
語
日
文
学
会
七
八
年
）
が
組
織

さ
れ
て
か
ら
お
よ
そ
三
〇
年
が
経

っ
た
。
エハ
五
年
の
日
韓
国
交
正
常
化

以
降
、
着
実
な
研
究
者
の
増
加
と
と
も
に
多
岐
に
渡
る
日
本
文
学
研
究

が
進
ん
で
い
る
韓
国
に
お
い
て
、
日
本
古
典
文
学
の
研
究
は
い
か
な
る

状
況
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
「源
氏
物
語
』
研
究
の
国
際
化
が
進
む
な

裁了
難
騨
難
躙
六
『

を
対
象
に
、
時
代
別
専
攻
別
に
分
類
し
て
い
る
。

一
　

一
九
四
五
年
以
降
現
在
ま
で
の
著
書

・
訳
書

韓
国
に
お
け
る
日
本
文
学
関
連
単
行
本
を
、
一
般
的
な
日
本
文
学
史

の
時
代
区
分
に
従
っ
て

（表
１
）
で
分
類
し
て
み
た
。
韓
国
で
日
本
文

学
が
学
問
の
対
象
と
し
て
研
究
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
八
〇
年

代
か
ら
で
あ
る
。
単
行
本
の
場
合
、
そ
れ
以
前
に
は
日
本
文
学
研
究
と

い
っ
て
も
文
学
史
の
翻
訳
本
や
概
説
書
な
ど
、
概
略
的
な
日
本
文
学
の

紹
介
と
い
っ
た
も
の
が
多
く
、
あ
る
い
は
韓
国
国
文
学
者
ら
に
よ
る
自

国
文
学
研
究
の
た
め
の
比
較
文
学
的
研
究
が
多
数
出
版
さ
れ
て
い
た
。

そ
ん
な
な
か
で
、
日
本
古
典
文
学
研
究
の
起
爆
剤
と
な
る
金
思
鮮

※

（
）
の
中
は
訳
書
、
算
用
数
字
は
日
本
で
出
版
さ
れ
た
書
物

か
、
韓
国
で
は
ど
う
読
ま
れ
、
ど
の
よ

う
に
研
究
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

わ扉
醐詳
威
諜
霙
認
物

韓
釉

。ロロ
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『日
本
の
万
葉
集
―
そ
の
内
包
さ
れ
た
韓
国
的
要
素
―
」
が
出
版
さ
れ

た
。
日
本
最
古
の
歌
集

『万
葉
集
』
四
、
五
〇
〇
首
の
う
ち
八
〇
〇
首

の
翻
訳
を
通
じ
て
、
万
葉
仮
名
の
表
記
と
形
式
、
そ
の
時
代
の
信
仰

・

習
俗
も
考
察
し
、
な
お
か
つ
朝
鮮
半
島
と
の
影
響
関
係
を
追
究
し
て
い

る
。
韓
国
人
に
よ
る
日
本
古
典
文
学
研
究
の

一
つ
の
方
向
付
け
と
な
っ

た
業
績
で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。
近
年
に
お
い
て

は
、
多
数
の
神
話
関
連
単
行
本
と
と
も
に
、
「古
事
記
』
全
訳
が
完
成
さ

れ
、
上
代
文
学
関
係
単
行
本
が
古
典
文
学
関
連

書
籍
の
ト
ツ
プ
の
座
を
占
め
て
い
る
。

中
古
文
学
で
は
、
「源
氏
物
語
」
全
訳
シ
リ
ー

ズ
が
二
冊
出
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
中
世
文
学

で
は
、
河
容
大

『兼
好
法
師
の
生
活
理
念
の
考

察
」
（七
六
年
）
他
、
王
淑
英

「自
賛
歌
注
」
（八

二
年
）
な
ど
が
日
本
で
出
版
さ
れ
て
い
る
。
近

世
文
学
に
お
い
て
は
、
八
〇
年
代
の
韓
日
中
の

小
説
の
比
較
研
究
書

一
冊
に
加
え
、
九
〇
年
代

に
な
っ
て
芭
蕉
研
究
書
が
二
冊
出
版
さ
れ
、
ま

た

「好
色

一
代
男
』
全
訳
本
な
ど
、
活
発
な
出

版
活
動
が
つ
づ
い
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
日
本
文
学
関
連
の
書
籍
の
多
く
は
近
代
文

学
、
近
現
代
の
比
較
文
学
、
文
学
史
な
い
し
日

本
文
学
全
般
に
関
す
る
研
究
に
よ
っ
て
占
め
ら

れ
て
い
る
。

一
一　
一
九
四
五
年
以
降
現
在
ま
で
の
研
究
論
文
及
び
学
位
論
文

四
五
年
以
降
現
在

含
δ
ｏ
ｏ
年
一
月
）
ま
で
に
、
発
表
さ
れ
た
日
本

文
学
関
連
研
究
論
文
は
、
四
四

一
四
件
で
あ
る
。

（表
２
）
と

（表
３
）
を
合
わ
せ
る
と
、
古
典
文
学
関
係
論
文
は

一
人

一
〇
件
に
な
る
。
そ
れ
に
比
べ
て
、
近
代
文
学
関
連
研
究
の
論
文
は

一

※
い
ず
れ
も
算
用
数
字
は
、
日
本
で
発
表
さ
れ
た
論
文
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九

一
一
一件

（近
代
文
学
一
五
人
四
件
、
近
現
代
の
比
較
文
学
二
六
一
件
、
在
日

韓
国
・朝
鮮
人
の
文
学
作
品
論
作
家
論
六
七
件
）
と
な
り
、
学
位
論
文
六
人

七
件
を
合
わ
せ
る
と
二
五
九
九
件
で
、
近
代
文
学
の
研
究
が
韓
国
日
本

文
学
研
究
全
体
の
約
六
割
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

ま
ず
、
上
代
文
学
の
場
合
、
「万
葉
集
」
関
連
論
文
が
全
体
の
三
割
近

く
な
っ
て
い
る

（研
究
論
文
七
六
件
、
一
般
論
文
二
人
件
）
。
代
表
的
な
万

葉
歌
人
の
研
究
と
と
も
に
朝
鮮
半
島
と
の
関
連
性
の
究
明
に
関
心
が
集

中
し
て
い
る
。
新
羅
時
代
の
固
有
文
字
郷
札
で
書
か
れ
た
郷
歌
で

『万

葉
集
」
を
読
み
直
そ
う
と
い
う
試
み
と
と
も
に
、
渡
来
人
に
つ
い
て
の

研
究
も
活
発
で
あ
る
。
次
に
神
話
五
六
件
、
古
事
記
三
二
件
、
説
話
三

四
件
、
韓
日
比
較
文
学
四
〇
件
が
あ
る
。
上
代
文
学
研
究
の
推
移
を

追
っ
て
み
る
と
、
七
〇
年
代
ま
で
は
韓
国
国
文
学

・
史
学

・
考
古
学
分

野
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
刺
激
さ
れ
、
日
本
文
学
研
究
に
お
い
て
も
な

ん
ら
か
の
接
点
を
求
め
る
動
き
が
根
強
く
あ
っ
た
。
そ
の
傾
向
は
万
葉

集
に
限
ら
ず
神
話

・
説
話
研
究
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る

いコ
群
鰐
薇
評
輩
踊
時
け鷲
壼
婦
酎
硼

九
〇
年
代
の
三
三
件
の
う
ち
、
万
葉
集

合
一八
件
）
と
古
事
記

（
一
五
件
）

研
究
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
研
究
動
向
と
し
て
は
、
や
は
り
韓
日
比
較

が
多
く
、
ま
た
神
話
の
構
造
へ
の
関
心
も
高
い
。

中
古
文
学
は
、
研
究
論
文

。
学
位
論
文
と
も
に
、
近
代
文
学
に
次
い

で
研
究
の
量
が
多
い
。
そ
れ
も
散
文
研
究
が
も
っ
と
も
盛
ん
で
、
な
か

で
も
『源
氏
物
語
」
研
究
が

一
〇
七
件

↑
つ
ち
学
位
論
文
二
五
件
）
で
、
研

究
層
も
厚
い
。
次
は

「古
今
和
歌
集
』
を
中
心
と
し
た
和
歌
研
究
で
六

六
件
と
あ
る
。
一
方
、
学
位
論
文
の
方
は
、
「源
氏
物
語
』
以
外
に
、
『蜻

蛉
日
記
』
〓

一件
、
「古
今
和
歌
集
』
、
「今
昔
物
語
集
』
が
各

一
一
件
あ

る
。
散
文
に
押
さ
れ
気
味
だ
っ
た
和
歌
研
究
も
、
九
〇
年
代
に
な
っ
て

か
ら
活
発
に
な
っ
て
き
た
の
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
研
究
内
容
と
し

て
は
、
詞
書

・
歌
枕
な
ど
、
和
歌
固
有
の
表
現
様
式
の
分
析
が
主
流
を

な
し
て
い
る
。
ま
た
、
「枕
草
子
」
、
「蜻
蛉
日
記
』
、
「更
級
日
記
』
な

ど
、
平
安
朝
の
女
流
文
学
研
究
も
増
え
て
き
て
い
る
。
い
ず
れ
も
研
究

テ
ー
マ
と
し
て
い
る
の
は
、
美
意
識
、
自
然
描
写
な
ど
の
分
析
が
多
い
。

し
か
し
そ
う
い
つ
た
表
現
方
法
か
ら
物
語
的
内
面
性
を
探
る
傾
向
か

ら
、
近
年
に
な
っ
て
は
具
体
的
な
テ
キ
ス
ト
分
析
へ
の
移
行
も
み
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

中
世
文
学
で
は
、
研
究
論
文
六
九
件
、
学
位
論
文
二
六
件
で
と
も
に

『徒
然
草
』
研
究
が
も

つ
と
も
多
く
、
次
が

「方
丈
記
』
（研
究
論
文
一
一八

件
、
学
位
論
文
一
人
件
）
で
あ
る
。
中
古
文
学
と
同
様
散
文
へ
の
関
心
の

高
さ
が
伺
え
る
。
い
ず
れ
も
有
名
な
作
品
に
研
究
が
偏

っ
て
い
る
が
、

研
究
テ
ー
マ
に
お
い
て
、
作
品
分
析
を
通
じ
て
作
家
の
内
面
を
把
握
し

よ
う
と
す
る
流
れ
は
、
八
〇
年
代
、
九
〇
年
代
に
な
っ
て
も
変
わ
っ
て

い
な
い
。
兼
好
、
長
明
の
作
品
を
比
較
分
析
し
、
中
世
と
い
う
時
代
を

読
み
之
ろ
う
と
す
る
試
み
は
、
「平
家
物
語
』
研
究
で
も
有
効
な
方
法

と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
九
〇
年
代
に
な
っ
て
研
究
論
文

の
発
表
が
倍
近
く
伸
び
た
の
は
、
中
世
和
歌
と
説
話
研
究
に
取
り
組
む

研
究
者
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
。
ま
た
劇
文
学
研
究
も
日
立
つ
が
、
七

―-33-―



〇
年
代
の
世
阿
弥
研
究
が
火
付
役
と
な
っ
て
、
九
〇
年
代
に
は
、
謡
曲
、

能
、
狂
言
な
ど
日
本
独
自
の
芸
術
形
態
を
論
じ
る
動
き
が
、
近
世
文
学

研
究
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。

近
世
文
学
で
は
、
研
究
論
文

。
一
般
論
文
を
合
わ
せ
る
と
西
鶴
、
上

田
康
成
研
究
が
大
半
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
芭
蕉
五
四
件
、
劇
文
学
三
九

件
、
そ
の
他
四
六
件

（通
信
使
関
係
二
〇
件
、
韓
日
比
較
文
学
一
六
件
な
ど
）

と
な
っ
て
い
る
。
学
位
論
文
は
九
七
件
で
、
研
究
量
に
お
い
て
は
八
〇

年
代
、
九
〇
年
代
あ
ま
り
変
化
が
な
い
。
主
な
研
究
対
象
は
、
松
尾
芭

蕉

（一
一七
件
）
、
上
田
秋
成

（
一
四
件
）
、
西
鶴

（
一
九
件
）
、
近
松

（
一
〇

件
）
な
ど
で
あ
る
。
近
世
文
学
研
究
で
も
、
や
は
り
散
文
研
究
が
主
流

を
な
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
俳
諧
研
究
な
ど
韻
文
ヘ

の
関
心
が
他
よ
り
高
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
な
か
で
も

『奥
の
細

道
』
を
中
心
と
す
る
芭
蕉
研
究
が
大
半
で
、
そ
れ
も
作
家
論
が
多

い
。以
上
、
上
代
か
ら
近
世
ま
で
の
研
究
動
向
を
み
て
き
た
が
、
次

に
、
古
典
文
学
の
な
か
で
も
っ
と
も
研
究
さ
れ
て
い
る

「源
氏
物

語
」
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

〓
一

『源
氏
物
語
」
に
関
す
る
論
文

『源
氏
物
語
」
を
研
究
対
象
と
し
た
修
士
学
位
論
文
が
書
か
れ

た
の
は
、
八
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
九
〇
年
以
降
九
九

年
八
月
ま
で
だ
け
で

一
人
件

Ｇ
紫
式
部
日
記
』
一
件
）
を
数
え
、
今

現
在
二
人
件

η
紫
式
部
日
記
〓
二
件
）
に
至
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
テ
ー

マ
別
に
分
類
す
る
と

（表
４
）
（表
５
）
の
よ
う
に
な
る
。

韓
国
国
内
で
発
表
さ
れ
た

「源
氏
物
語
』
研
究
論
文
五
四
件

（丸
数

字
含
ま
ず
）
の
う
ち
、
総
論
と
人
物
論
が
全
体
の
八
割
を
占
め
る
。
人

物
関
係
に
も
強
い
関
心
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
特
に
人
物
論
の
場
合
、

九
〇
年
代
に
な
っ
て
そ
の
増
加
が
著
し
い
。
光
源
氏
ほ
か
紫
上
、
夕
顔
、

六
条
御
息
所
な
ど
の
人
物
造
形
に
関
心
が
強
い
一
方
、
総
論
に
お
い
て

は
物
語
の
構
造

・構
想
な
ど
に
関
す
る
論
文
が
多
い
。
年
代
別
に
よ
る

研
究
動
向
と
し
て
は
、
人
〇
年
代
の
研
究
の
大
半
は

「源
氏
物
語
」
を

包
括
的
に
捉
え
た
り
、
物
語
の
主
題
な
い
し
作
家
の
創
作
意
識
研
究
な

（表
４
）
研
究
論
文

（表
５
）
学
位
論
文

※
算
用
数
字
は
韓
国
人
の
日
本
に
て
の
発
表
、
丸
数
字
は
日
本
人
研
究
者
の
韓
国
に
て

の
発
表

総

計
乃
〇
年
代

八
〇
年
代

ｔ
Ｏ
年
代
/

二
五
⑫
５

一
三
⑨
２

一
一
③
３

総
論

四
③
二
②
二
Э
巻
論

一
八
⑥

一
三
Ｃ

四
②
人
物
論

和

歌

〓
Ｃ
一
①
件
家
論

本
文
研
究

誕”と子

五

一

二
八
計

1 乃
一
年
以
降

乃
〇
年
代
以
前

≠

解

論

　

一
八

稜

論

　

一

件

家

詰

一
〇

E

紫

式

部

日

記

論

一
四
八 訓
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ど
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
九
〇
年
代
か
ら
は
、
研
究
者
の

増
加
と
と
も
に
多
角
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

具
体
的
な
研
究
課
題
と
し
て
は
、
死

・夢

・
住
吉
信
仰

・異
郷

。
結
婚

・

物
の
怪

・和
歌
研
究

。
継
子
諄
な
ど
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
「源

氏
物
語
』
の
第

一
部
と
第
二
部
の
研
究
が
ほ
と
ん
ど
で
、
第
三
部
の
研

究
は
少
な
く
、
特
に
学
位
論
文
で
は
い
ま
だ
出
て
い
な
い
。
研
究
方
法

と
し
て
は
、
テ
キ
ス
ト
論
を
含
む
西
洋
の
文
学
理
論
の
導
入
よ
り
、
漢

字
文
化
圏
の
な
か
で
の
、
東
洋
の
思
想
。文
化
に
基
づ
く
研
究
が
多
い
。

一
方
、
学
位
論
文
で
は
、
総
論
を
含
め
光
源
氏
に
関
す
る
論
が
多
く

（四
件
）
、
六
条
御
息
所
、
藤
壼
、
女
三
宮
な
ど
、
主
要
登
場
人
物
に
関

す
る
研
究
な
ど
が
あ
る
。
し
か
し
、
九
〇
年
代
以
降
、
人
物
論
は
あ
ま

り
目
立
た
ず
、
作
品
全
体
に
関
わ
る
論
文
が
多
く
な
っ
た
。
研
究
テ
ー

マ
は
、
研
究
論
文
と
同
様
、
作
品
全
体
を
読
み
と
ろ
う
と
す
る
論
文
が

多
い
。
鑑
賞
の
た
め
の
基
礎
知
識
の
羅
列
、
あ
る
い
は
先
行
研
究
の
消

化
不
良
、
ま
た
は
物
語
の
展
開
に
沿

つ
た
概
説
風
な
研
究
が
多
い
と
の

批
判
の
な
か
、
情
報
化
社
会
、
国
際
化
時
代
の
恩
恵
を
有
効
に
利
用
し

よ
う
と
す
る
動
き
も
出
て
き
て
い
る
。

「源
氏
物
語
』
研
究
の
単
行
本
は
ま
だ
出
て
い
な
い
が
、
最
後
に
、
新

刊
全
訳
本
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

四
　
『源
氏
物
語
」
の
韓
国
語
訳

「源
氏
物
語
」
の
最
初
の
韓
国
語
翻
訳
本
は
、
柳
呈
訳

『ゲ
ン
ジ
イ
ヤ

碧

Ｆ

社

一
ジ

メ

一一一想

鞣

ゴ

純

ザ

蝿

醐

計

愧

配

叫

卿

一
巻

（桐
壺
～
朝
顔
）
は
、
出
版
後
三
ヶ
月
で
す
で
に
第
二
刷
が
で
る
ほ

ど
の
人
気
ぶ
り
だ
。
柳
呈
訳
に
つ
い
て
は
、
金
鐘
徳
の
詳
し
い
考
舞
が

出
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
田
訳
に
つ
い
て
簡
略
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

翻
訳
の
第

一
巻
は
桐
壺
巻
か
ら
朝
顔
巻
ま
で
、
第
二
巻
は
少
女
巻
か

ら
雲
隠
巻
ま
で
、
第
三
巻
は
匂
宮
巻
か
ら
夢
浮
橋
ま
で
と
な

っ
て
い

る
。

一
般
的
な

『源
氏
物
語
」
三
部
構
成
に
従

っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
解
題

が
つ
い
て
い
る
。
ま
た
、
各
巻
の
巻
頭
に
は
、
あ
ら
す
じ
を
意
訳
し
て

あ
る
。
た
だ
、
内
容
に
お
い
て
は
、
固
有
名
詞
を
韓
国
語
の
漢
字
読
み

に
変
え
た
り
意
訳
し
、
本
文
で
も
そ
の
ま
ま
使
っ
て
い
る
た
め
、
原
文

に
接
す
る
読
者
に
違
和
感
を
感
じ
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
特
に
登
場

人
物
の
名
前
の
場
合
、
光
源
氏
が
ゲ
ン
ジ

（源
氏
）
に
な
っ
て
い
る
だ

け
で
、
ほ
か
の
人
名
は
す
べ
て
韓
国
語
の
漢
字
読
み
と
な
っ
て
い
れ
∝

そ
れ
は
地
名

。
国
名
も
同
じ
で
、
例
え
ば
高
麗
と
い
う
国
名
も
そ
の
ま

ま
韓
国
語
読
み
に
変
え
て
い
る
た
め
、
誤
解
な
い
し
誤
読
が
生
じ
る
お

そ
れ
が
あ
る
。
本
文
に
お
い
て
は
、
「源
氏
物
語
」
作
者
の
制
作
手
法
が

凝
縮
さ
れ
た
冒
頭
の

「
い
づ
れ
の
御
時
に
か
」
含
桐
士〓

九
二
頁
、
全
集

本
）
が
省
略
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
特
に
地
の
文
の
省
略
が
目
立
つ
が
、
内

容
は
さ
ほ
ど
損
な
わ
れ
て
い
な
い
。
読
者
の
理
解
の
た
め
、
文
章
を
短

く
区
切
っ
て
い
る
面
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
文
の
構
成
に
お
い
て

は
、
自
然
な
韓
国
語
に
な
っ
て
い
て
、
一
層
読
み
や
す
く
な
っ
て
い
る

と
言
え
よ
う
。
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終
わ
り
に

以
上
、
一
九
四
五
年
以
降
の
韓
国
に
お
け
る
日
本
古
典
文
学
の
研
究

動
向
を
、
翻
訳
本
を
含
め
た
単
行
本
、
発
表
さ
れ
た
研
究
論
文
、
学
位

論
文
を
中
心
に
み
て
き
た
。
歴
史
上
長
く
深
く
関
わ
っ
て
き
た
隣
国
の

文
学
、
特
に
古
典
文
学
研
究
が
学
問
の
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
わ
ず
か
に
こ
こ
三
〇
年
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

歩
み
を
見
て
み
る
と
、
七
〇
年
代
を
日
本
文
学
へ
の
関
心
が
芽
生
え
た

時
代
と
す
る
な
ら
、
八
〇
年
代
は
日
本
文
学
の
全
体
像
を
さ
ぐ
る
模
索

と
紹
介
の
時
代
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
九
〇
年
代
以
降
は
、
大
学
院

の
増
加
に
よ
る
研
究
層
の
拡
大
と
留
学
生
の
増
加
、
ま
た
日
本
文
化
受

容
と
い
っ
た
国
内
の
情
勢
と
あ
い
ま
っ
て
多
く
の
研
究
者
が
生
み
出
さ

れ
、
も
は
や
研
究
の
量
よ
り
、
そ
の
質
が
問
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
来
て
い

る
。
日
本
国
内
外
に
お
け
る
日
本
の
古
典
文
学
研
究
、
あ
る
い
は
韓
国

内
の
諸
外
国
文
学
研
究
に
対
し
、
韓
国
独
自
の
視
点
と
研
究
理
論
が
要

求
さ
れ
る
中
、
「国
文
学
」
か
ら

「
日
本
文
学
」
へ
変
貌

・
離
脱
し
つ
つ

あ
る
日
本
の
文
学
を
、
世
界
の
文
学
の
中
で
ど
う
位
置
づ
け
る
か
が
、

韓
国
の
日
本
研
究
学
界
の
大
き
な
テ
ー
マ
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

注（１
）
孫
大
俊
「韓
国
に
お
け
る
日
本
語
。日
本
文
学
の
教
育
及
び
研
究
の
現
状
」

翁
國
學
院
雑
誌
」
八
九
―
四
、
國
學
院
大
学
、
一
九
八
八
年
四
月
）、
鄭
涯
「韓

国
の
日
本
文
学
研
究
」
翁
専
修
人
文
論
文
」
六

一
、
専
修
大
学
、
九
七
年

一

〇
月
）
な
ど
。

（２
）
金
順
姫

「韓
国
に
お
け
る

『源
氏
物
語
」
の
研
究
―

一
九
四
五
以
降
―
」

翁
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
至
文
堂
、
第
五
九
巻
三
号
、
九
四
年
二
月
）
、
金
鐘

徳

「韓
国
に
お
け
る
源
氏
物
語
研
究
」
貧
源
氏
物
語
講
座
　
第
九
巻
　
近
代

の
享
受
と
海
外
と
の
交
流
』
所
収
、
勉
誠
社
、
九
二
年
）。

（３
）
李
漢
雙
・黄
聖
圭
『韓
国
日
語
日
文
学
研
究
文
献
書
誌
穴
時
事
日
本
語
社
、

八
九
年
、
ソ
ウ
ル
）
、
李
漢
雙

『韓
国
　
日
本
文
学
関
係
研
究
文
献

一
覧
」
（高

麗
大
学
校
出
版
部
、
二
〇
〇
〇
年
、
ソ
ウ
ル
）

（４
）
韓
国
の
主
な
学
術
団
体
及
び
学
術
誌
。

①
韓
国
日
語
日
文
学
会
、
「
日
語
日
文
学
研
究
」
、
創
刊
以
来
九
九
年
ま
で
三

五
輯
発
行
。
九
九
年

一
二
月
ま
で
、
文
学
関
係
総
二

一
二
件
。
う
ち
、
古

典
文
学
九
四
件
、
比
較
文
学
五
件
、
近
現
代
文
学

一
〇
五
件
の
二
〇
四
件
。

韓
国
を
代
表
す
る
日
本
研
究
学
会
で
、
会
員
数
は
、
若
干
の
変
動
を
入
れ

て
も
現
在

一
〇
〇
〇
人
を
超
え
る
。
ま
た
、
②
以
下
の
学
会
、
研
究
会
に

複
数
所
属
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
学
会
は
年
二
回
、
各
分
野
別
に
行
わ

れ
て
い
る
。

②
韓
国
日
本
学
会
、
「
日
本
学
報
」
、
創
刊
八
〇
年
以
来
九
九
年
ま
で
四
三
輯

発
行
。
う
ち
文
学
は

一
九
八
二
年
以
降
九
九
年
ま
で
、
古
典
文
学
九
九
件
、

近
代
文
学
九
八
件
、
比
較
文
学
八
件
の
二
〇
五
件
。

以
下
、
刊
行
中
の
学
術
誌
を
簡
単
に
紹
介
し
て
お
く
。

③
韓
国
比
較
文
学
会
、
「比
較
文
学
」
、
七
七
年
以
来
九
六
年
ま
で
で
二

一
輯

発
行
。

④
東
国
大
学
日
本
学
研
究
所
、
「
日
本
学
」
、
八
〇
年
以
来
九
九
年

一
二
月
ま

で

一
八
輯
発
行
。

⑤
中
央
大
学
日
本
研
究
所
、
「
日
本
研
２

八
〇
年
以
来
九
九
年
二
月
ま
で

一

―-36-―



四
輯
発
行
。

③
啓
明
大
学
国
際
学
研
究
所
日
本
研
究
室
、
「
日
本
学
誌
」
八
〇
年
以
来
九
九

年
二
月
ま
で

一
九
輯
発
行
。

⑦
韓
国
外
大
外
国
学
綜
合
研
究
セ
ン
タ
ー
日
本
研
究
所
、
「
日
本
研
究
」
八
五

年
以
来
九
九
年
二
月
ま
で

一
三
号
発
行
。

③
漢
陽
大
学
日
本
学
会
、
「漢
陽
日
本
学
」
九
二
年
以
来
九
十
八
年
ま
で
六
輯

発
行
。

⑨
大
韓
日
語
日
文
学
会
、
「
日
語
日
文
学
」
九
九
年
九
月
ま
で

一
二
輯
発
行
。

⑩
韓
国
日
本
文
化
学
会
、
「
日
本
文
化
学
報
」
、
九
九
年
八
月
ま
で
七
輯
発
行
。

（５
）
金
思
鮮

『
日
本
の
万
葉
集
―
そ
の
内
包
さ
れ
た
韓
国
的
要
素
―
』
（八
三

年
、
民
音
社
、
ソ
ウ
ル
）
。
そ
の
延
長
線
に
あ
る
研
究
論
文

「万
葉
集
の
歌
と

郷
歌
」
今
日
本
学
」
四
、
東
国
大
学
日
本
学
研
究
所
、
人
四
年
九
月
、
ソ
ウ

ル
）
な
ど
も
参
照
。

（６
）
例
え
ば
、
欧
米
と
日
本
、
そ
れ
に
韓
国
に
お
け
る
文
学
研
究
の
理
論
的
方

法
を

一
貫
し
て
追
及
し
て
い
る
金
釆
沐
翁
大
学
に
お
け
る
文
学
研
究
の
目
標

設
定
と
そ
の
実
現
の
方
法
」
大
学
教
育
八
五
、
九
七
年
他
）
の
研
究
成
果
に

は
、
李
賢
起

（「
日
本
古
典
研
究
の
基
礎
」
教
育
論
叢
二
五
、
九
五
年
）
な
ど

と
と
も
に
、
韓
国
に
お
け
る
古
典
文
学
研
究
の
あ
り
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（７
）
柳
呈
訳

「ゲ
ン
ジ
イ
ヤ
ギ
』
上
下
巻
、
「世
界
古
典
文
学
大
全
集
」
文
友
社
、

七
三
年
、
ソ
ウ
ル
。

（８
）
田
溶
新
完
訳

「ゲ
ン
ジ
イ
ヤ
ギ
』
全
三
巻
、
九
九
年
、
延
べ
一
六

一
一
頁
、

ナ
ナ
ム
出
版
、
ソ
ウ
ル
。
翻
訳
の
底
本
と
し
て
は
、
阿
部
秋
生

・秋
山
虔

。今

井
源
衛
校
注

『源
氏
物
語
全
六
巻
』
∩
日
本
古
典
文
学
全
集
』
六
九
～
七
六

年
、
小
学
館
、
東
京
）
を
用
い
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
比
較
的
最
新

の
も
の
で
分
か
り
や
す
い
か
ら
だ
と
し
て
い
る
。
主
に
全
集
本
の
下
段
の
現

代
文
訳
を
翻
訳
し
、
必
要
に
応
じ
て
脚
注
を
つ
け
て
い
る
。

（９
）
金
鐘
徳
、
注

（２
）
前
掲
書
。
た
だ
し

「世
界
文
学
全
集
四
・
五
巻
」
（七

五
年
、
乙
酉
文
化
社
、
ソ
ウ
ル
）。

（Ю
）
日
本
語
の
ひ
び
き
、
す
な
わ
ち

「
源
氏
物
語
』
の
呼
び
名
が
和
歌
の
言
い

ま
わ
し
、
言
葉
使
い
の
呼
吸
を
つ
か
ん
だ
、
い
わ
ば
物
語
の
制
作
当
時
の
文

学
的
セ
ン
ス
に
か
な
う
も
の
で
あ
る
」
（清
水
好
子
『源
氏
の
女
君
』
八
八
年
、

塙
書
房
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ
る
境
遇
や
登
場
人
物
の
性

格
が
導
出
す
る
場
面
場
面
が
生
か
さ
れ
な
く
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（ぱ
く

・
き
そ
ん

平
成
十
年
度
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
）
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